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	１　市土の特性と土地利用の動向
	（１）自然的特性
	図　宗像市の位置
	（２）社会的及び経済的特性
	１）人口
	図　人口及び世帯数［資料：国勢調査］
	２）産業
	３）交通
	４）公共公益施設
	５）水利用
	６）歴史、文化、観光・レクリエーション
	宗像大社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原町の街なみ
	６）土地利用に関する法規制
	宗像市の国土利用計画に関わる法令適用区域は、下表にあげる各法令に基づく規制区域があげられる。
	表　国土利用計画に関わる法令適用区域
	（注１） － ：存在するが、面積データがないもの
	（注２） 面積は平成24年度現在の数値である。
	（３）土地利用の動向
	平成22年における市土の利用区分構成は、農用地19.7％、森林39.5％、水面・河川・水路5.4％、道路7.6％、宅地13.5％（うち住宅地10.7％、工業用地0.1％、その他の宅地2.7％）、その他14.2％となっており、平成15年を100とした場合、農用地96.8、森林98.9、宅地102.1（住宅地106.6、工業用地75.0、その他の宅地88.4）となっている。
	最近の土地利用の動向として、宅地の増加は鈍化傾向にあり、自然的土地利用から都市的土地利用への転換も鈍化している。近年の主な土地利用転換地としては、赤間駅周辺の土地区画整理事業による宅地化や国道495号沿道の道の駅むなかたの整備が挙げられる。
	２　土地利用上の課題
	本市の市土の特性に加え、社会的潮流から見たまちづくりの課題として、人口減少社会への突入と少子高齢化の進行、災害対策の強化、自然保護への取り組み、協働のさらなる実践などが掲げられ、その解決に向けた土地利用上の課題を次のとおり整理する。
	（１）環境との共生を基盤とした都市づくり
	本市は、三方を囲む標高300ｍ前後の山々の緑、中央部を貫流する釣川、広大な農地、さつき松原に代表される美しい海岸線、大島、地島、勝島、沖ノ島の島々、海、山、川の豊かな自然環境や宗像大社、鎮国寺などの歴史的環境に恵まれている。これらの環境は、ふるさとの原風景をかたちづくる母体であり、本市の魅力として積極的に保全・活用する必要がある。
	また、本市は地形上、釣川に水源を依存し、また中心市街地が釣川の氾濫の影響を受けやすいことから、水源かん養や水害防除などの環境保全のための多面的機能を果たす市周縁部の山林や市街地近辺の農地は、積極的に保全する必要がある。
	そのため、都市的土地利用にあたっては、自然との調和や環境への負荷の少ない循環型社会の形成に取り組まなければならない。
	（２）都市の魅力やイメージを向上させる集約型の拠点づくり
	本市の人口は、将来人口の推計では平成24年をピークに減少していく結果となっており、今後は人口減少を前提としたまちづくりが求められる。
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